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はないようですが (不可能 ?).理由は･Na･EfGsではrsが相当大 きいの
で.electrorl-holeが exciton typeの boundstateを作ってもよい
のではないかというのです0 8/may/′65. 記
1
〔注〕 f>(I)の分母は多分 (打Ⅹ)4 であると思いますOそうでないとT-惣 一1
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理夏の学校第 0次案について.討論され､ これが作成 されたO (物性若手か ら
紘.東北大の人が参加した｡)


























1964年 北 京 科 学 シンポ Lyク ム･コ ミニ ュ ケ
ユ964年北京科学シンポLyクムは.アi>ア ,アフ9カ ,′ラテンアメ 9カお
よび大洋州の44の国家または地域か らの科学者 367人が参加 して､ 王96
4年 8月 21日より8月 31日まで 11日間にわたっておこなわれた｡
本Vンポ汐クム参加の国と地域は次の通 りであるO
アフガニスタン ,東アブLlカ ･アカデ ミー (ケニ守 ,タンガニカ共和国 ,ザ
ンi>パル ,ウガンダ) ,アルL>エ ヅア ,アンゴラ ,オース トラリア ,ボリビ
ア ,ビルマ ,プラン汐 ,カソポLyヤ ,セイロン ,チ リ,中国 ,コロンビア ,
コンゴ (ブラザビル) ,キューバ ,ダホメ ,ガーナ ,ギニア ,イン ドネシア
イラク ,日本 ,ヨルダン ,朝鮮民主主義人民共和国 ,レバノン .マルガL/,
リマ,メ キVコ ,モロッコ ,ネパール ,ニューLy-ラン ド,ナイ汐エ リア ,メ
キスタン ,セネガル ,Vュラ li/オーネ ,ソマジア ,スーダン ,シ9ア ,タ
イ ,アラブ連合 ,ベ トナム民主共和国 ,南ベ トナム ,イエーメ ソ 0
本 Vソポジウムには､自然科学と社会科学の各分野の299編が提出され､



































王 96 4年 8月 3 0日
(以上.全体については.北京Vンポ汐クム物理実行委員会事務局ニュース
No･1､･No･2 ;｢自然｣1964年 11月 ,羊2月号 ･坂日団長報告を参照
のことQ ) (文責 阿 部) ′
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